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【心をととのえて】 

12 月は師走（しわす）と言います。古くから 12

月は僧侶が各地で法要を行うために非常にいそが

しい時期とされました。そのため、「師が走る」月と

して、「師走」という名前が付けられたという説があ

ります。年の瀬、あわただしくなっていく毎日です

が、皆さん一人ひとりが、心おだやかに新年が迎え

られることを願っています。 

年の瀬は周りの人への感謝の気持ちを伝えられ

る時期でもあります。よく使われる言葉は「良いお

年をおむかえください。」や「今年もお世話になりま

した」といったものがあります。これらは感謝の気持

ちを伝えつつ、新年への期待が

込められた言葉でもあります。身

近なあの人、この人に、感謝の気

持ちを伝えることで、自分の心

にも余裕が生まれてきます。あ

わただしい今だからこそ、気持ち

をととのえて、感謝の気持ちを

伝えていけるといいですね。 

 

【先生方のご努力に感謝しています】 

チーム担任制は各学年 3 学級、約 100 人の児

童の様子を 3 人（６年は４人）の担当が毎日把握し

て最適な支援を行っています。担任一人の個性や

技量に偏らない支援ができる優れた面がある一方

で、そのための情報共有にはこれまでの 3倍の時

間と労力がかかるとも言えます。 

一西小の子どもたちはこれまでに比べて、学校

生活に困り感を感じている子どもが少なくなって

いる印象を受けます。この陰に、これまでの 3 倍の

努力が先生方にあることを忘れてはなりません。

「学校にいるすべての子どもをすべての教員でみ

る」ことで、どの子にとっても居心地がいい、自分

らしさが認められる、楽しいことがたくさんあ

る、やりたいことができる、学校に通う意味が

感じられる、そんな取組を続けるには、それにつ

ながらない業務の絶捨離や改善が欠かせません。

会議の簡略化、校時や行事の工夫、４月に行った下

校時間の変更など、できる所から取り組んでおりま

す。今後も継続的に行いますので、ご家庭と地域の

皆様のご理解・ご協力をお願いします。そして、一人

ひとりの先生方の献身的なご努力に、心から「あり

がとうございました。」を申し上げます。 

【のりのりのプロジェクト活動】 

12/3（水）ダンスプロジ

ェクトが体育館でありまし

た。今回は次々と変わってい

く曲に合わせて、おどりたい

人がステージに上がっておど

るというもの。これまでに学年でとりくんだ思い出

の曲やはやりのダンス曲が次々に流れて、体育館

は大もり上がりでした。楽しいことがある学校っ

て、すばらしいですね。 

12/4（木）はマラソン

プロジェクトの２人の６

年生が、先生方の企画会

議に参加して、「こんなマ

ラソン大会がしたい！」と

いう提案をしました。「順位がつく真剣勝負がした

い。でも、順位よりも楽しく走りたい人もいるか

ら、順位なしの部門も作る。走ることが苦手な子

も、むずかしい子も、だれ一人とり残すことのない

大会をつくります。」そんな提案でした。先生方か

らのきびしい質問にも、しっかり答えることができ

ました。やりたいことがあるからこそ、しっかり準備

するし、どんな質問が来ても大丈夫なのですね。

GOです。 

学校新聞プロジェクトでは、第３号の発行に向

けて、南校舎２階にある「なぞの階段」の正体を探

る取材依頼が来ました。もちろん OK です。ただ

し、安全第一なので先生と一緒にね。 

やりたいことの実現をめざして、対話を重ねて

工夫して準備をする。そして結果にも責任をもつ。

この姿勢を「主体性」と言います。子どもたちはさ

まざまなプロジェクトに取り組んで、「主体性」を育

んでいます。 

【あきらめなければ夢はかなう】 

12/9（火）、名古屋市のプロレス団体「スポルテ

ィーバエンターテイメント」にお越しいただき、目が

見えないレスラーが、どのようにして夢をかなえて

きたのかについて学びました。目が見えるレスラー

も、見えないレスラーも、ハンディキャップによる

「違い」をフラットにする心を共有していること。そ

して互いが同じリングで、遠慮

なく、全力で戦っていること。

そんなプロフェッショナルな姿

勢に心を打たれました。 


